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言語使用における「誤り」についての一考察
－誤文訂正　と場面－
北　沢　達　雄
A Study of“Errors”inuslngLanguages
Correcting Errors and Situation
1．　はじめに
我々はCommunicationの手段として言語を使用し
て思想・感情を表現しているが，ふだんの日常生活にお
ける母国語の場合は，これをほとんど無意識に使用して
いることが多い。これに対して外国語の場合でも，音声
によって表現するときは，それ程意識的ではないが，こ
れを文字によって表現するときは，形に現われ，あとに
残るので，できる限り誤りのないように意識的な努力を
することを経験的に体得している。
さて，本稿では言語使用（ここでは英語表現）におけ
る「誤り」とは一体どういうことを意味するかを考え，
これに関連して誤文訂正のあり方と場面（situation）
について日頃考えていることの一端を書いてみたい。
2．場面（SihatioIl）について
まず「場面」という言葉は“Situation”の訳語であ
り，その意味内容は常識的には一応だれにも理解されて
いるように思われるが，この語を使う人によってその解
釈に種々の違いがあって明確に規定することは困難のよ
うである。アメリカの言語学者Leo讐rd王加omfield
（1887－1949）にしても，またわが国の小林英夫博士，
佐々木連氏その他この問題を扱った人々にしても，それ
ぞれ相互に必ずしも一致していないようである。しかし
ここでそれが大体どのような内容をさ慨か．を小林博士の
見解を引用して一応約束しておく方が便利だと思う。小
林博士は場面とは，「そこにゲソの展開されるべき，話
し手の前に横たわるところの物てき世界であり，話し手
と聞き手との人間てき関係であり，さらにまた，ゲソが
展開されることによって刻々に変更をらけつつある∴話
1）
し辛の心境である。」と述べられている。すなわち単に
「場合」とか「状況」とかという意味でなく，もっと精
神的，心理的要素を含むものと解すべきであることを確
認しておきたい。今ここでは場面そのものの論ではない
のでこの程度にして先へ進むことにしよう。
3．言語の多義性（Amもignity）と場面との関係
ところで我々が表現したいと思う事柄や内容は無数，
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無限匿あるわけであるが，これに反してそれらを表現す
る言語記号（音声・文字を含めて）は無限に作ることは
できない。そこで同一の記号が通常二つ以上の意義をも
たされることになる。やさしい使用頻度数の多い言語記．
号はど多くの意味をもち，多義性を帯びている。この多
義的な語があいまいにならないで伝達の役目を果すこと
ができるのほ，場面によって一義的に限定されるからで
ある。たとえばpainter（画家，ペソキ屋），tOp（頂
上，コマ）等の語にとくにbouse→painter，mOuntain一
七Op，Spinning tOp等のように他の語を付け加えないで
意味を通じさせることができるのは場面のおかげであ
る。また“Fire！”という発言はいわゆる「一語文」の例
としてよく使われるが，火災を発見した人が他人に警告
するために言った場合は「火事だ！」，銃を樺えた兵士
連の前で指揮官が叫んだ場合は「射て！」，あるいは藩
論している最料　他の人が“Water！”とか“Wind！”と
か言ったのに反対して叫んだ場合は「水でも風でもない，
火だ1」等，それぞれの場合によって意味のとり方が稜
々あるわけであるが，場面の限定によってどれであるか
がピタリと決るのである。このように場面は言語表現の
節約と伝達の容易化とに寄与するところが大きいのであ
って，一般に場面から離れていけばいく穫表現の畳が多
くならざるを得ないのである。
巻かれた文章は現実の言語的場面を離れるため，もっ
ぱら文脈（contex七）に頼らなければならない。もちろ
んこの際とくに場面を知らせるために作者が言葉を費す
ことはしばしはある。たとえば劇のStage－directionは
その背景的な場面を知らせるために－意図的に審かれたも
ので，読者はこれらの言葉を手掛りとして場面の再構成
を図ろうとするのである。
ところが，文法のexamplesにおいては，SpaCeの関．
係等で，問題部分だけを短かく抜き出すためか，その辺
の考慮が十分でないと思われることが少くない。SCbool
gramnarのようにdrillを目的として塾にはめて作り
出した例をあげている場合はとくにそうである。“Eeep
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off the grassl”という文字の睾いてある立札は，ペソ
キ慶の店先に乾かすために立てかけてある頃合は場面が
欠けているわけで，したがって何らの伝達も行なってい
ないが，それが公園の芝生内に立てられたとき初めて読
み手に対して一つの伝達を行なうのである。我々は文法
寮の範例に対して，この立札をしかるべき場所に立てる
作業を想像の上で行なうことによって，それを言語の研
究または練習の材料とするのである。ところが前述のよ
うに僅かにそこに与えられている限りの文脈に頼るだけ
であるため，場面の再構成が十分に行なわれなく，した
がって意味がよく解らなかったり，あるいは場面設定の
仕方により毯々の意味にとられるようなことがしばしば
起るのを経晩するのである。
4．言語使用における「誤り」の諸現象
我々が一般に「誤り」と呼んでいる現象には種々の場
合があるが，大別すると，次わ三つに分煩することがで
きると思う。すなわち（1）事実の誤認，（2）意味，内容の誤
り，（3）文法（語法）上の誤りと。しかしこれ等三つの範
疇（categories）のうちで言語使用（ここでは英語表現）
の立場から考えると，（2）と（3）は言語の問題として取り扱
われるが，（1）は言語の問題には入らないと考えられる。
今私が犬を見て“Thatis a cれ”と言ったとすれば，
それは誤りであると言われる。しかしこの惨合もし私が
犬を犬と見ないで猫と思い込んで言ったのだとすれば，
そこには語の使用上の誤りは存在しないわけで，ただ事
巽を誤認したのである。したがってこのような場合は言
語の問題として取り扱われない。これに反してもし私が
「犬」という意味を意識して“cat”と言ったのなら，
それは正曹こ誤用であって言語の問題に属する。しかしこ
の場合でも“Thatisacat．”という文そのものには文法
的に何らの誤りも含まれていないで，ただ“cat”という
名詞によって指示されるものと実物との間に照応・一致
が見られないという点において誤りであると言われるの
である。
－　このような誤り方と関連してすぐに連想されるのは
2）
Malapropism（言葉のこっけいな誤用）という現象であ
る。apprebendというべき所をrepr血endといい，
VernaCularをOraCularというような例はともかく　と
・して，imaginary　とimaginative，ingenious　とin－
genuous，industrialとindustrious等は日常よく起る
混同である。これ等を通じて言えることは，このような
誤りは通常互いに混同される二つの語の間に音声上共通
した要素が多いということで，その他に意味も似ていれ
ばさらに条件が強化されるわけである。
3）
次に誤りの現われ方の一つとしてFolk－etymOlogy
がある。aSparaguSがSparrOlV－graSSとなったり，
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hiccupの綴りがcoughの連想でhiccoughと変えら
れたりするのがその例で，要するに本来用いるべき正し
い方の語を，それと相似てかつ自分に親しみのある語に
関係づけ，その間違った方を用いる過程である。この中
4）
にはいわゆるBack－formationを含めることができ
る。
以上は何れも言語的無知に基づく誤りであるが，
6）
Meta比餌is（音位転換）という現象は「発音のし適い」
に起因するもので，言語の知識の有無や正確，不正確の
問題に関係しない。したがってこれは子供や無教養な者
だけでなく，知識ある大人にも見られるものである。
askがもとaxであったというのは周知の例で，B．S壬laW
の肋71αわd57ゆeγ刀子の1，の中にもActⅣの終り暫こ
近い所でAnnの言葉として，“Well，nObodyくぼdyouJ’
という用例がある。この現象が連語において現われたと
6）
き，いわゆるSpoonerism（覇者または頭字転換）とな
る。0ⅩfordのNewCollegeの学長であったSpooner氏
は怠け者の学生に向って“You bave fasted．a whole
ぴOrm．”（＜棚aStedawllOleferm）′と言ったと伝えら
れている。また“Give me a welト的iledねicle．”（＜a
Wel1－Oiled最cycle）のような例もある。発音そのもの
が不正確であったり，ある音を他の音で代用したりする
ような誤り方は単にそれだけのことであって，そこには
大した問題も含まれていない。
以上は主としてVOCabularyの面から考えたものであ
るが，Willを使うべきか血allを使うべきか，定冠詞か
不定冠詞かなどの問題になると文法の領域となる。ここ
7）
で著るしい誤用はBlending（混合または混成）と名付
けられる現象である。Blendingは語いとシソタクスの
8）
両面に現われるが，Portmanteauwords（鞄語）と呼
ばれる語はこうしてできたものである。シソタクスの面
においてBlendingの例をあげると，different fromと
Otber也anとが混同されてdifferent tbanとなり，
また‘■工amカ■われdg Wiu1him．”（＜りI am friendly
witbbim．”十“He andI are friends．”）や目地ggg
kind，Of things”等もBlending　として説明される。
このBlendingが継続的に現われるとき，すなわちある
9）
構文で始まった文が他の構文で終るとき，Anacolutbia
（破格構文）と呼ばれている。
さて英語には今日間接目的語を主語とするpassiveの
樺文が認められているので，たとえば，“He紺がq〝朗■→
ed，and declilWd，the office of poet－1aureate．”と
か‘一Herosetospeak．andulaSliste7！edLowitllmuCll
entb．usiasm．”という言い方は大変便利である。もしこ
の構文が許されないならはこの表現は不可能である。し
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かるに初めて“Heぴα∫癖reda watch．”と言った
人はその当時においては誤りを犯したのであった。今日
でも保守的な学者は“He〟αggがe乃themPney・”は
避けるべきだと言い，また我々も“SIle WaS Written a
ユOngletter．”などはいかに．もclumsyでaWkwardな
感じを受けるが，ともかく現在では文法上誤りとは言わ
れなくなってしまった。上述の‘◆tbesekindoft出ngs”
や“Ian friends wi七九him．”なども極めてしばしば
耳にするので，もはや誤りとは言われない位である。ま
たこれと反対に“t‡1isourlife”とか“tbishishumble
Suit”などのようにShakespeareなどにひんぽんに兄
い出される言い回しが今日では誤りと見なされるという
場合もある。つまりある時代には正用と考えられた形が
他の時代においては誤用となる，またその反対の場合も
あり得る，ということである。「統辞的改新は当初にお
10）
いては一個の言語誤用である。」という　EugenLer血の
言説はこの間の事情を物語るものであり，また「純然た
る文法的見地から眺めると，言語史は破格の歴史に外な
11）
らない。」という　Lounsburyの言葉も同様の意味と解す
ることができよう。
ひるがえって共時的な見方をしてもそこにはdialect
の問題があり，ある方言においては正しくなくても他の
方言においては正しいという例は数多く見られる所であ
る。我々が教室で教える際にも，「この表現法はBritisb
Englisbにおいてほ誤りと見なされるけれども，Ame－
ricaでは正しい。」などと言わなければならない場合
がしばしばあるのもそれである。さらに細かくいえば
classdialectの問題があり，さらに発展すればstandard■
1anguageの問題にもつながるのである。こう考えてく
ると，一体正誤の基準はどこにあるか，という問題にぶ
つかる。これはすでに何人かの言語学者によって取り上
げられている。たとえばJespersenは肋nkind，Nation
α〝d劫助言血αg舟0m　α　エf乃g払子血助言乃fげ醸仰
の第5，6章で「ある人が属する特定の言語団体の期待
している言い方」が正しい言い方であり，それに反した
ものは誤りとされる，と結論している。より多くの場合
を含ませるためには，このような大ざっはな基準になら
ざるを得ないだろうが，我々が実際に学生を指導する場
合は，この上に立って，しかももっと具体的に正誤の判
断の基準を考えておくことが必要であると思う。
5．誤文訂正問題の具体例とそのあり方
今ここで学校文典や入試問題の－形式として「誤文訂
正」または「正誤問題」と呼ばれる出題形式があるが，
いくつかの例によってこれについて考えてみることにし
よう。
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〔例1〕†三；
“NewtOn discovered Americain
1492．”
“Columbusinvented Americain
a）は最初に述べた事実の誤認であって，言語の誤用で
はない。b）は犬を犬と見る点において間適わなかった
が，犬と言おうとして“cat”と言った場合と同様，言語
上の誤りである。謡い的照応・一致が見られないこと，
すなわち文中の各語（ここではinventとAmerica）の意
味が相呼応しないことも言語的誤りであることはJes－
persenも指摘している。
〔例2〕 ：一二、、
“Two and two are five．”
“MarylS a gOOd boy．”
などは文法的には何等誤りがないが，しかも言語使用に
おける誤りと言わざるを得ないだろう。とくにb）の文
は，もしこれだけ示されたとすれば，一応語い的知識の
快陥に基づく誤りと見なすほかはないだろう。
〔例3〕 ∴
“I and you．Wil18ing tOge也er．’’
“工，my bro址er and yolユhave all
passed the examination．”
などが誤りであると言われるのは，idiomatic expres－
Sionに反する誤りの中に含めるべきであろう。自分を党
争こ言う場合が絶対にないとはいえないだろうが，とに角
実用的な文法睾などでは“AIwaySSpeak ofyourself
last．”としてこの点に注意を促している。
〔例4〕“Wben didIleleave仇e s血0017”
「いつ卒業（退学）したか。」の意味では定冠詞は不要だ
というわけだが，しかしある日のその人の行動を調べて
いるのだとすれば（つまり「何時に学校を立ち去った
か。」）誤りはないとも言えるだろう。
〔例5〕“WhenhaveI donesuch a thing？”
疑問詞のWbenは現在完了形と共には用いないという
のが通例であるが，もしこれが“工bave never done
SuCb a比ing”の意味のRhetOrical Questionである
とすれば正しい文だと言えるだろう。これに反してもし
自分に記憶のない事柄について尋ねているとすれば，現
在完了は誤りで，“Wben did工d〇・一？”とすべきだとい
うことになる。ついでに“WillI｛？”の形も自分の意志
を問うことはあり得ないので誤りとされるのが普通であ
るが，やはり　Rhetorical Question曹こおいては使用可
能である。e．g．“WhereⅥ℃n’七工go wit血you？”（＝I
Willgo anywhere Wit血you．）
〔例6〕（三；
“Many astudenthavefailedin the
exaコ1ination．け
“Thechildsresenbletohisfather．”
a）は主語と動詞のNumberの一致をねらいとする問
題と考えられるので，many a単数名詞からbaveをhas
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???
とすれば「応正しくなるが，また一方複数動詞（ここで
は助動詞だが）を生かしastudentをStudentSにし，
Manystudentsとして正しくなる。b）はまずtoを取り
除き，血ildsのSを取ってresembleにSをつけること
によって一応解決されたわけであるが，しかし生徒によ
っては，Cbild．にSがついているのは複数のつもりだろ
うと思いChildrenと訂正する，するとresembleは当
然そのままでよいとしてhisを地eirとすべきかどう
か，もし血ildrenを受けるとすれば（この場合は恐らく
そうであろうが）地eirであるし，もし他の特定の人を
指すならば出Sのままでもよい，ということになる。こ
れ等の例のように言語訓練から離れて徒らに迷わせた
り，二つ以上の訂正法のどれでもよいとしたり，あるい
はまたどのように訂正しても正しくさえなればよいとい
うのでは余りよい練習にもテストにもならないと思う。
このような点を補うには（1）これより外に訂正の仕方がな
い問題を選定するか，（2）意図された管の意味を日本文で
つけるか，（3）文脈の中㌣こ場面を想起させる語句を折り込
む工夫が必要である。いわゆる血guisticsituation（言
語的蘭画）を具体的争こ示すようにすればよいわけである0
〔例7〕
しこ、三一
“Heis takingawalkinthepark．”
“Heis taking a walk every
morning．”
a）は別に問題はないが，b）においてほ“everymOrn－
hg”という時を表わす副詞句があることによってha－
bitualactionの表現であることが暗示されているので，
．“is taking”を“takes”と訂正しなければならない。上述
〔例6〕のb）にしても了lhisfa地er“となっているため，
“cllilds”を“血ild”に訂正する者が相当多数あり得るこ
とと思うのであるが，もし“hs”が“也eir”となってい
ればこれとの対比によっで‘cbilds“が複数形をねらった
ものであることが明らかなので，名詞の複数形の形成と
動詞の用法との二点に関する問題であると判断すること
ができるのである。
〔例8〕
可“工加がβ弗’才如dmybreakfastf始
ク仰γ雅言弗g．”（午前）
b）“Ididn’thavenybreakfastthis
ク乃Or雅言押g．”（午後）
この二つの文はそれぞれ場面の設定の仕方によって正
しくもなれば，誤りにもなる。a）は午前，b）は午後に言
うものとすればそれぞれ正しい。
〔例9〕“工netプロぴγカ兢βrg舟ね〝d yesterday．
Canyou guesswhoit was？”は上述の意味で興味のあ
る問題であると患う。“yOurfatIler’sfriend”を“a
friend of your fatIler’S”と訂正すればよいのであろ
うが，かりに第2の文がたとえば“工mean他eonewe
talked about也e o址er day．”とでもあれば誤りは
第27号1972
ないということになるだろう。
〔例10〕“your car”，“There’8yOur Car nOW．”
“yourcar”は－「見極めて意味が明白のように思われ
るが，場面に応じて「あなたの自動車」以外のいくつか
の意味を表わすことができると思う。“yOur”は「あな
たが組立てた」の意味にもなるだろうし，また“car”が
“motor－Car”でなくて“tram－Car”だとすればyourの
意味を考え直さなくてはならない。TennesseeWillians
（1914′、ノ）原作の作品を映画化したA SかⅦefcαγArα別gd
pgS言γβ　という映画の始めの方に“There’s your car
nOW．”「そらあなたの乗る電串が来ましたよ。」という文
が出てくる。“yOurbook”も場面次第で「あなたの所有
する本」にもなれば，「あなたが率いた本」になり，さ
らに「お前の帖静」の意味にもなる。我々がふだん
“your car“を「あなたの串」と訳して余り怪しまない
のは，つまり任意の場面を設定して解釈しているわけ
で，そのような場面が最も多いであろうという考えから
はそれでよいのであるが，しかしそれでは文法問題を考
えるのに不十分な場合があることの一例としてあげたの
である。また“afriend of mine”と“myfriend”の問
題も額面を抜きにして考えては十分な考察ができないよ
うに患われる。これはそれ自体で別の論を形づくるべき
大きな問題なのでここでは省くが，ごく簡単にいえば，
前者は一般的な用い方，後者は限定的な用い方で，ただ
その限定の度合ないし様式が場面によって異なることが
あると言えるだろう。
〔例11〕“Where were you wounded，Ettore？”
asked the vice－COllSul．（Hemingway：AFarewell
わAr郡g C．19，p．124）はこれだけでは「どこで負傷し
たか。」かそれとも「（体の中の）どこを負傷したか。」が
不明である。このあとに“Here．”という相手の答えがあ
ったとしても，なおこれだけでは分らない。「この土地
で」にも「この部分を」に．もなるから。しかし作者はこ
の前後にそれぞれ場面の説明を付け加えている。すなわ
ちEttore pulled tlp his81eeve．“Here．”Hesbowed
l血e deep SmOO地redSCar．これで初めてりWhere”の
修飾の仕方が決定するのである。
〔例12〕My father said to me，“Stay whereyou
are tillI comeback．”をIndirectNarration曹こ直し
てMy fatber t01d me tO Stay wbereI棚αざtill壬le
Cα研e back．とするのは，すでに話手がその場所を離れ
ており，後になって回想しているのであるという前投の
下降そうするのであって，つまり場面を任意に設定して
いるわけである。これは必ずしもこうでなければならな
いということではない管で，たとえば“工can’七1eave
thisplace．My fa地，er t01d me to Stay Wbere工α別
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tillheco∽βざback．”というような場合も起ってくるこ
とを予想しておくべきではないかと思う。この場合，“工
Can’七1eavethsplace．”という一文があることによっ
で文脈が場面を示しているのである。
〔例13〕“Maryis agoodboy．”前述〔例2〕のb）の
ような文も特殊の‾Situationの下では，たとえばMary
という娘が劇で男の子に扮するというような場面なら正
しいexpreおionであると言えるだろう。すなわち“The
Part Playedby Maryi畠that Of a good boy．’’饗の
意味に用いられていると言ってよいだろう。
〔例14〕“TIle man’s awoman？”
私が学生時代に見た「楽聖Cbopin」という映画で，
Chopinの先生が男装のGeorgeSand．を指して“The
nan，s awoman？”と解く場面があったのを記憶してい
る。“Theman”ほ“Thepersonwhois dre防edasa
man”位の意味に臨時的に使われていると言ってよいだ
ろう。〔例13，14〕の二つのような場合「正しい」と言
っては適当ではないかも知れないが，「意味が通じてい
る。」または「用が足りている。」と言えるのではないかと
思う。このような特別な場合は，もとよりdrillの材料
として取り上げるの忙適切ではないが，我々教師として
は一応考えておくべき問題であることには変りはないだ
ろう。
6．誤文訂正と添劉指導
文法の正誤問題の取扱いと作文の添削指導とは似てい
る面があるけれども遮っている面もあると言える。たと
えは「“工haveⅥ骨盤ten祉justnow．”の誤を正せ0」と
あれば，“工Wf飢eitjuStnOW．”と直させるつもりか，
または－‘王havejustwritten比’’（あるいは“工have
wdttenitnow．つと直させるつもりであろう。「誤あら
は正せ。」という問題の出し方もあるが，「誤を正せ」とあ
ればその間題が必ずどこか間違っているわけであって，
それを直さなければ正しくならないことになる。間贋の
捜出者は十分に検討して「誤である」ことの明白なもの
を選ばなければならない。“工havew出tenitjust
no吼－，ほ具して誤りを含んでいるであろうかb斉藤英和
中辞典には「justn017今しがた（は過去に伴う。）」と
審いてある。しかし過去に伴う。」と言うことは「現在完
了に伴えば誤りである。」と言うこととは異なるのであ
る。「過去に伴う。」は「必ず過去に伴う。」のか，「主とし
て過去に伴う。」のか開瞭でない。しかし言語の凍象で
exceptionなしに絶対にこうだと割り切って言える事柄
は余りないのではないかと思う。「（現在のusageによ
れば）過去に伴う（ことが多い）。」のように理解するの
が言嘉を使用する上での物の考え方ではないだろうか。
正誤問題には，とかくこのような含みを無視した絶対的
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な誤りを前提とする間塵が時々鍵出されるのを散見す
る。少数の例外はあっても，Sbndard esbbli血edな
語法であれば，それを正誤問題匿取り上げることは少し
も差支えはないが，uSageは認めても，uSageに反した
表現は「誤り」とは言えない場合もあることを考えてお
かなければならない。ところがこれを作文の画から見る
と問題が一変してくる。「私はたった今それを着き上げ
た。」の英訳は“Ihavejustwrittenit．”とするのが
usageに即した蕃・き方と言えるだろう。もし生徒が“工
もavewrittenitjustnow．〟と巻いたとしたら，“have
Ⅵ加ten”を消して“Ⅵ・〇七e”と直すのが教師の取るべき
態度であろう。この場合“Ihavewritもenitjustnow．”
でもよい，“工m・Oteit justnow．”でもよい，とする
やり方は科学的ないし論理的ではあるかも知れないが，
指導的とは言えないだろう。作文の添削指猥ほ文法の正
誤問題のように，正か誤かが明白であると同時に，どち
らも正しいが，uSageの上からこちらの方が好ましい，
betterだとする場合もあるのである。だから・■“Ihave
Writtenまt just nOW■．”を“工wroteit justnov．”と直
してもbaveWrittenが誤りだと言うのではない。
序ではこの項で一寸ふれたが，誤文訂正問題の設問の
指示文についてもう少し説明を加えておきたい。正誤問
題の設問の指示文には単に“Correct the errorS．”「誤
りを正しなさい。」と“Correct地e errors，げのり．”
「誤りがあれば訂正しなさい。」のようにif any「誤り
があれは」をつけた条件的なものとの二通りがある。前
者の「誤りを正したさい。」は与えられた問原文にはどこ
に必ず間違いがあることは既定の事実であって，それ
を訂正しなければ正しい表現匿はならないことはすでに
述べてきた。これに対して後者のifany「誤りがあれ
ば」のついている問題には与えられ文の全部に必ずしも
聞達いがあるわけではなくて，それらの中には正しい文
が一つや二つ含まれていることを予め考慮の中に入れて
おかなければならない。そうでないと正しいものまで直
して逆に誤った文を書いてしまうような結果にもなりか
ねない。このことは出題者よりも学生に十分徹底して理
解させておくことが必要であると思う。なお問題には誤
りのか所の数を明記しておく亀　できるだけ具体的に設
問の指示をはっきりさせておくことが望ましいことは言
うまでもない。
7．むすび
以上言語使用における「誤り」の一環として英語蓑現
における誤一りの諸現象をとらえ，また正誤問題と場面と
の関連についてある限られた事柄について述べてきた
が，細部には不十分な点や検討の余地が残されているも
のが多々あることと思う。一口に誤りといっても檻々の
長野県短期大学紀裏
現象やaspect（様相）があって一律に述べることは到
底できないが，どんな場合でもsituationを考慮に入れ
るべきであり，場面構成を十分にすることがどんなに重
要であるかを述べてきたわけである。単に形態上の誤り
や綴字の誤り，たとえば‘knifes”，‘t比inked”，“Wens－
day”等の場合は別として誤文訂正問題も以上番いてき
た考え方に基づいて取り扱うのが妥当ではないかと思
う。（1972．10．20）
5童
1）小林英夫博士の著「官語学通論」三省堂発行，改訂第三
版，P．49参照
2）Malapropism　語のこつけいな誤用をいう。アイルラン
ド生れの英国の劇作家・政治家Richard Brinsley Sherip
dan（1751ル1816）の作品地点わめ（1775）の中に出て
くる虚栄心の強いお人好しのMrs．Malapropが好んでむ
ずかしい長い語を用いたがり，しかも用いる度に誤用した
ことからこの名称が生れた。
8）Folk－etymOlogy通俗語源（説），Popularetymology
ともいい，非科学的な育語史を無祝した当て推丑の語源説
をいう。
4）Back－formation逆成（語），語形成の一種。この槙象は
方法的忙いえば語の一部を取り除くのであるから，Stlbtrac－
tion（除去）ともいう。Back－formationはその過程に
よってつけた名称で，今日ではこの方が広く用いられてい
る。逆成は語源を知っている人によっては行なわれる筈は
なく，多くは最初民衆の間ででき，次算に一般に承認され
るようになった。
5）Metatbesis音位転換　2音（または2字）が互いに位
置を転換することをいう。急いで発音したり，あるいは調
音の不完全な子供の発音によく見られる現象でる。英語音
親史上では〔r〕〔S〕の位置転換が最も多い。日本語でも
「あらたし」＞「あたらし」や「もやまが」（茶釜）の例があ
るが，方官や個人的くせにも見られる。
6）Spoonerism頭音または頭字転換　故意または無意勒に
こっ（以上）の語の初頭の一音または数音が互いに転換す
ることをいう。0XfordのNew Collegeの学長W．A．Sp0－
Oner（1844′）1930）がこの種の官い誤りをしばしはしたこ
とから，この名称が生れた。
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7）Blending混合または混成　2個の類以した語句，牌文
を意識的または無意識的に混合することによって，新しい
語句，構文を生ずる文法上∴理論上の変態をいう。Henry
Sweetが使った用語（N．瓦．G S125参照。）Contamina－
tion　ともいう。
8）PDrtmanteau Words鞄語　2語が混合して1詔になっ
たものをいう。Lewis Carrollが　7％γの嗜み拍eエ00ゑわg一
gJα∫ざⅦに用いた名称。
9）Anacoluthia破格拷文　文の文法的開成が錯合して雁応・
関係の破れる現象をいう。
10）1erch，Elユgen（1888′、ノ）ドイツの育語学者で，この言説
は彼の「統辞論の課贋」－小林英夫訳，「言語学方法論考」
P．289に出ている。
11）Lounsbury，Thomas Raynesford．（1838～1915）
New York生れのアメリカの英語学者で，Yale大学の英
語英文学教授（1871′、ノ1906）を勤めた。熱心なSpelling
Reformerで著者多数あり，この青葉は丘だざねり・∂′班8
月わgJgゐエα押g〟αge（1879，増訂版1894）の中で述べられ，
同番は2部に分れ，弟1部では一般の英語史を，弟2部で
は語尾屈折の歴史を取り扱っており，特に動詞に詳しい。
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